
日本天文学会2018年秋季年会

P142a 中心星付近のmass flowプロセスの時間進化: 近赤外線高分散分光器WINERED

によるTuaurs星生成領域中の中質量星の観測
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星形成過程において、初期に分子雲中に存在するほとんど全ての角運動量をいかに抜き去るかは、50年来の大
きな問題となっている。本研究は、その中で最も重要なプロセスの１つである、中心星付近 (<

∼
1AU) でのmass

flowに着目した。われわれは、近赤外線高分散分光器「WINERED」(R = 28,000) を用いて、Taurus星生成領
域における 13個の若い中質量星の分光観測を行った。先攻研究より、中質量星の原始惑星系円盤の進化段階は、
近・中間赤外線の色超過の有無から３つに分けられることが知られている。本観測では、全ての進化段階の星を
カバーした。得られたスペクトル (λ = 0.91–1.35µm) には、質量降着やアウトフローを起源とするHe i λ10830
や 水素 (Pǫ, Pγ, Pδ, and Pβ) のラインが検出された。観測から得られたプロファイルを進化の段階ごとにモデ
ルと比較した結果、初期には恒星風と磁気降着が見られた一方で、次の段階では円盤風と磁気降着が見られた。
そして、最終段階ではいずれの活動も見られなかった。各進化段階において異なるプロセスが見られたことは、
mass flowのプロセスに明確な時間進化が存在することを意味する。また、ここでの進化段階が、原始惑星系円盤
による赤外線での色超過に基づくことを考えると、mass flowのプロセスには円盤中の opacityが大きな役割を果
たすことが示唆される。


